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一
般
質
問

　大
城 

雅
史
　議
員

一
般
質
問

　照
屋 

仁
士
　議
員

町道８号線と
通学路の安全対策を
答　道路安全対策計画に基づき
　　実施している

大城 雅史　議員

現
況
の
町
道
８
号
線
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

南
風
原
町
生
活
道
路
安

全
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
安

全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

一
般
車
両
が
、
生
活
道
路
か

ら
町
道
８
号
線
に
出
る
際
に
危
険

な
場
所
が
あ
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

当
該
箇
所
は
、
本
町
で

定
め
る
道
路
反
射
鏡
設
置
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
は
な
い
が
、
そ
の

他
の
有
効
な
安
全
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

津
嘉
山
地
域
振
興
資
料
館
の

周
辺
住
民
よ
り
、
同
資
料
館
の
駐

車
場
に
車
両
を
駐
車
し
、
保
護
者

同
伴
の
下
、
歩
い
て
学
校
ま
で
登

校
す
る
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
敷

地
内
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
対

策
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

小
学
校
敷
地
内
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
児
童
の
安
全
確
保
や

車
両
動
線
の
確
保
な
ど
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
の
利
便

性
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
両

立
は
重
要
で
あ
り
、
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
、
現
在
の
取
り
組
み
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

行
政
無
料
相
談
会
を
問
う

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政

書
士
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手

続
で
、
相
談
を
行
え
る
か
。 

町
主
催
の
無
料
相
談
は

行
っ
て
い
な
い
。
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
、
弁
護
士
及
び
司
法
書
士

へ
の
無
料
相
談
を
電
話
や
窓
口
申
請
等

に
よ
り
受
け
付
け
、実
施
し
て
い
る
。

自
治
会
ご
と
の
無
料
相
談
会

に
つ
い
て
問
う
。

沖
縄
県
行
政
書
士
会
南

部
支
部
の
行
政
書
士
に
よ
る
各
公

民
館
で
の
無
料
相
談
会
の
案
内
が

あ
り
、
各
自
治
会
に
お
い
て
の
無

料
相
談
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の

進
捗
を
問
う

 
 制

度
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

実
施
要
綱
案
が
教
育
委
員

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
現
在
は

周
知
方
法
や
実
施
体
制
な
ど
の
準

備
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問問問教
育
長

教
育
長

問

問問

私
は
、
前
赤
嶺
町
政
の
実
績

を
高
く
評
価
を
し
て
い
る
。
ま
た

私
も
様
々
な
提
案
を
通
し
て
、
そ

の
一
助
を
果
た
し
て
き
た
と
自
負

す
る
。
与
野
党
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

議
会
か
ら
の
提
案
、
指
摘
は
、
丁

寧
に
対
応
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
意
見

を
尊
重
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
を

最
優
先
し
て
対
応
す
る
。

前
赤
嶺
町
長
は
選
挙
に
お
い

て
、
国
政
与
党
の
政
党
候
補
者
を

応
援
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

南
風
原
町
の
町
益
の
た
め
、
支
援

を
受
け
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。

政
治
活
動
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
国
政
与
党
を
応
援
し
な
け
れ

ば
、
必
要
な
支
援
は
受
け
ら
れ
な

い
、
南
風
原
町
に
と
っ
て
不
利
益

が
生
ず
る
。
と
の
考
え
を
前
赤
嶺

町
長
は
否
定
さ
れ
た
。
町
長
、
こ

の
点
ど
う
考
え
る
か
。

前
町
長
と
同
じ
立
場
で
考

え
た
い
。

 
 

 
 

選
挙
公
約
、全
て
白
紙
委
任

で
は
な
い

町
長
選
挙
で
当
選
を
さ
れ

た
。
当
然
選
挙
公
約
が
支
持
を
さ

れ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
今
回
の

投
票
率
は
4
2
・
7
4
％
、
相
手

候
補
も
一
定
の
票
数
を
獲
得
。
全

て
が
白
紙
委
任
を
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

　
今
、
８
つ
の
公
約
、
柱
を
答
弁

さ
れ
た
。
あ
る
意
味
、
理
念
的
、

目
標
値
的
な
印
象
で
あ
る
。
町
民

か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
何
に
取
り
組

む
の
か
。
金
城
町
長
の
重
点
と
さ

れ
る
施
策
を
答
え
よ
。

全
て
の
公
約
は
重
要
。
し

か
し
各
部
局
の
実
情
に
応
じ
て
、

予
算
面
も
総
合
的
に
踏
ま
え
て
判

断
し
た
い
。  

 
 

問問

問

朝の津嘉山地域振興資料館前 自ら答弁する金城町長

政
治
活
動
の
課
題

ど
う
考
え
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 照屋 仁士　議員

答
　前
町
長
と
同
じ
立
場
で
考
え
た
い

向
こ
う
４
年
間
向
か
う
姿
勢

を
伺
っ
て
い
る
。
再
度
聞
く
、
任

期
４
年
間
の
中
で
必
ず
達
成
さ
せ

た
い
施
策
は
あ
る
か
。

公
約
を
８
つ
挙
げ
て
い

る
。
で
き
れ
ば
全
て
を
実
現
さ
せ

た
い
。

 

国
政
や
県
政
、
様
々
な
政

党
、
団
体
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
私
は
、
首
長
は
あ
る
程
度
政

治
的
な
自
制
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
一
部
の
政
党
や
団
体
の
み
に

偏
す
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
町
民

の
声
を
優
先
し
、
町
政
に
当
た
っ

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

公
平
な
町
政
運
営
に
努
め

た
い
。

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
こ

　
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、皆
さ

　
ま
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表

　
し
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
４
年
が
本
当
に
早
い
。議
会
改

　
革
大
き
く
進
ん
だ
。次
期
も
よ

　
り「
町
民
に
身
近
な
議
会
」を
望

　
む
。


